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平成 19 年度釜石市生涯学習行政の方針と計画（生涯学習係・公民館、文化係、郷土資料館） 

 

近年、生活水準の向上や自由時間の増大、高齢化の進行に伴い、生涯を通じて「学び」に生きがいや

楽しみを見出したいという人々が増えています。また、科学技術、情報化、国際化の著しい進展や産業

構造、雇用形態など急速な社会の変化に対応するため、絶えず新しい知識や技術を習得する必要性も高

まっています。こうした市民の生涯学習ニーズに応え、一人ひとりが、それぞれの個性を生かし、生涯

を通じて創造的に学び続けながら共に歩むことのできる生涯学習社会を構築していくことが必要です。 

 こうした中、平成 17 年度に社会教育行政第 3 次中期計画に代わるものとして、新たに「釜石市生涯

学習推進計画（平成 18 年度～22 年度）」を策定いたしました。 

 「生涯学習推進計画」は、これまでの社会教育行政中期計画と比べ、内容・対象範囲ともに拡大させ、

「学び」「健康」「地域づくり」をキーワードに、市民との協働による「生涯学習のまちづくり」を目指

した行動指針を示したものです。この計画に基づき、庁内はもとより全市的な生涯学習推進体制の構築

を図り、本計画の実効力を高めながら、計画の遂行に努めます。 

また、平成 19 年度から市内 6 箇所で稼動する「生活応援センター（公民館）」（18 年度／唐丹地区で

モデル事業開始）により、保健・医療・福祉・生涯学習が一体となった総合的な施策の展開を行うこと

となります。この中では、健康づくりのほか、地域の生活課題・学習課題の掘り起こし、地域リーダー

の養成並びに地域のネットワーク化を図り、住民による主体的な地域づくりを目指すこととしています。 

 行政の推進体制としては、庁内のさまざまな分野で行われている生涯学習関連事業を、さらに連携・

調整を図りながら市民にとってより効果的に推進するため、釜石市生涯学習推進本部の機能の活性化を

図ることが課題となっています。平成 18 年度 12 月から、市の各種情報を網羅した「かまいし情報カレ

ンダー」の運用についても、広聴広報課を支える形で協力に努め、徐々に庁内への浸透が進み、内容の

充実も図られております。今後とも推進本部の下、生涯学習推進体制の整備充実を図りながら、より一

層情報提供の充実、生涯学習意識の啓発に努め、生涯学習によるまちづくりを推進します。 

 生涯学習推進のため、家庭教育、青少年、成人、高齢者と、生涯のそれぞれの時期に対応した学習機

会の提供に努めるとともに、環境、男女共同参画社会、子育て支援など、いわゆる現代的な課題に対応

した学習機会提供の充実に努めながら、多彩な学習活動や社会参加活動の促進に努めます。 

平成 19 年度には、放課後子どもプラン「放課後子ども教室事業」を市内 6 箇所の小学校区で行うこ

ととしております。放課後や土曜日における、子どもの各種体験活動・学習機会を、地域の大人の力を

結集し行う内容となり、地域の教育力の向上、教育振興運動の活性化にも寄与するものと期待しており

ます。 

また、地域の生涯学習の拠点となる生活応援センター（公民館）や、平成 16 年度開所した釜石市大

石地域交流センターにおいても、子どもたちの体験学習や世代間交流を一層充実させるとともに、少年

リーダーの育成も図って参ります。 

さらに、芸術文化活動を通じた心の豊かさ、やすらぎと潤いに満ちた文化のまちづくりを推進するた

め、各種文化活動を促進する環境づくりに努めるとともに、歴史の中で育まれてきた貴重な文化財の保

護・活用に努めます。 
国指定史跡橋野高炉跡保存管理計画については、平成 19年 12月までに策定することとします。 
また、今年度は近代製鐵発祥 150周年・橋野高炉跡国指定 50周年にあたることから、記念事業を実
施します。 

 地域の発展のためには、一人ひとりが地域の魅力を認識しながら、郷土を愛する心を育むことが大切

です。生涯学習行政では、今後とも地域の歴史・文化等について、学習機会の提供や情報の発信を図る

と共に、市民が持っている技術・技能等を積極的に地域に還元し、協働によるまちづくりを目指します。

また、指導者となる人材の発掘・登録に努め、更にその方々の活躍の場を提供できるよう努めます。 
 
 
 
 



第Ⅰ 総合的な生涯学習推進体制の整備 

１ 推進組織の充実（行政内部、市民との協働） 

２ 学習機会・学習情報の提供、相談体制の充実 

３ 生涯学習関連施設（学びの場）の充実 

４ 人材の育成と成果の活用 

５ 生涯学習に関する調査研究の推進 

 

第Ⅱ 生涯の各時期（ライフステージ）における生涯学習の充実 

   １ 子育てを支援する家庭教育環境の充実 

   ２ 青少年の心を育む学習機会の充実 

   ３ 成人教育の推進 

 

第Ⅲ 地域文化の振興 
(1) 芸術文化の振興 
   ①創作・発表機会の拡充 
   ②芸術文化鑑賞機会の拡充 
   ③芸術文化活動の推進 
     

(2) 文化財の保護と活用 
   ①文化財調査と指定推進 
   ②文化財の保護と管理の充実 
   ③文化財の保存と活用 
   ④文化財愛護思想の高揚 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



事業の概要 

第Ⅰ 総合的な生涯学習推進体制の整備 

1 推進組織の充実（行政内部、市民との協働） 

                    ☆印は新規又は重点施策 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
☆生涯学習推進体
制の充実 

平成 18 年 3 月に策定した「釜石市生涯学習推進
計画」に基づき、「生涯学習によるまちづくり」
を目指す。特にも「市民と行政との協働」という
方向性を確立する。 
○生涯学習推進協議会（仮称）の設置検討 
○生活応援センターを中心とした生涯学習の展
開（下記参照） 
○生涯学習推進本部の活性化（下記参照） 
○学習機会・学習情報の提供、相談体制の充実 
○生涯学習関連施設（学びの場）の充実 
○人材の育成と成果の活用 
○生涯学習に関する調査研究の推進 
 

市民 
 

年 間 
 

教育センタ
ーほか 
 

☆生涯学習推進本
部の運営 

平成 15 年 9 月に立ち上げた生涯学習推進本部
の下、市が行う「生涯学習」関連事業について、
全庁的・総合的に内容や日程等の調整・連携、情
報の共有化、類似事業の統合を図りながら、より
効果的に事業を実施し、生涯学習の推進によるま
ちづくりにつなげることを目的とする。 
平成 18 年度、広聴広報室が運用開始した「か
まいし情報カレンダー」の更なる充実を図る。 
また、年数回、生涯学習推進本部会議及び連絡
調整会議を開催し、市全体として生涯学習への理
解と推進に寄与する体制づくりを進める。 
（主な推進本部事業）  
「まちづくり出前講座」「岩手大学との連携事
業」「指導者バンク登録事業」「情報誌まなびぃ
発行」を推進事業に位置付ける。 
「かまいし情報カレンダー」の充実、そこから
生涯学習事業の体系化・再編まで検討する。 
 

庁内全
課・所・
室 

年 間 教育センタ
ーほか 

☆生活応援センタ
ーを拠点とした
生涯学習の展開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 19 年度から市内 6箇所（釜石・小佐野・
甲子・鵜住居・栗橋・唐丹）に生活応援センタ 
ー（公民館）を設置する。 
センターでは、保健・医療・福祉・生涯学習が
一体となった総合的な施策を展開する。 
センターには、事務職・保健師・看護師を配置
し、乳幼児から高齢者までの各世代を通じて、一
貫性のある各種サービスを提供する。※公民館事
業・出張所業務を継承する。 
 基本的なねらいは、地域との協働による「健康
で安心して暮らせるまちづくり」に向け、訪問活
動や個別指導、各種健康講座を開催し、地域の総
合的な健康づくりを推進する。 
更に、これまでの公民館事業に加え、地域課 
題・生活課題の掘り起こしを進め、併せて地域資
源（人材・文化等）を活用し、市民と行政の協働
によるまちづくりを行う。 
 

市民 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各センター
（公民館）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



☆生涯学習まちづ
くり出前講座 
（生涯学習推進本
部事業） 

 市民の要望に応じて無料で市職員等を講師と

した出前講座を開催し、生涯学習意識の高揚と学

習機会の提供を図るとともに、地域課題を考える

機会とする。（市 63 テーマ、関係機関 10 団体）

 なお、市職員以外にも、宮古公証役場、警察署、

盛岡地方検察庁、岩手県の出先機関、岩手大学、

民間団体、指導者バンク講師の参加協力を得て実

施する。 

 

市民 年 間 市内各所 

☆岩手大学との連
携事業  
（生涯学習推進本
部） 
 
 
 
 
 
 

 平成 13 年３月に提携した岩手大学との相互友

好協力協定に基づき、岩手大学との共催により市

民向けの公開講座及び講演会等を開催する。 

 ※平成15年3月25日に稼動したＩＴ遠隔地連

携システムを活用した講座を生涯学習講座の中

で年数回実施する。 

 ①生涯学習講座 ②文化のまちづくり講演会 

③高校生対象講座 ④小・中学校との連携講座

（小中学生を対象とした出前講座） ⑤大学

生と小中学生の交流事業 

 

市民 ６月 

～２月 

教育センタ

ーほか 

社会教育委員会議  社会教育に関して教育委員会に助言を行う。 
① 社会教育に関する諸計画の立案 

② 教育委員会の諮問に意見を述べる 

③ 社会教育に関して必要な調査・研究 

※任期 

平成 19 年 5月 1 日～平成 21 年 4月 30 日 

社会教

育委員 

年３回 

5・10・3

月予定 

教育センタ

ーほか 

公民館運営審議会 
（６地区公民館） 

 各公民館長からの諮問に応じ、公民館の運営に

ついて意見を述べる。公民館の事業計画や事業実

施結果等についての審議を行う。 

※任期 

平成 19 年 5月 1 日～平成 21 年 4月 30 日 

公民館

運営審

議会 

年２回 

5・3 月 

各地区公民

館 

☆地区コミュニテ
ィ育成事業 

生活応援センターにおいて、地区住民が主体的

に参加し、課題を掘り起こす「健康まちづくり検

討会」を開催し、提案された意見等を実施計画に

反映する。 

○釜石公民館  6/6・6/20・7/4・7/18・8/1

○甲子公民館  5/17 

○小佐野公民館 5/15・6/12・7/10・7/24 

○鵜住居公民館 5/23 

○栗橋公民館  5/24 

 

地区住

民 

年 5回 各センター

（公民館）

☆生活応援センタ
ー所長・公民館長
会議 

 生活応援センター事業・公民館事業の円滑な運

営のため、関係課、センター所長との情報交換と

協議を行う。 

健康推進

課、生涯

学習スポ

ーツ課、

センター

所長他 

毎月１

回 

教育センタ

ーほか 

生涯学習資料の作
成 

・社会教育行政の方針と計画 

・社会教育事業の実施状況 

・教育委員定例会に対する資料 

社会教

育委員

ほか 

5・10・3

月予定 

 



各種会議等出席 ・管内社会教育課長会議 

・管内生涯学習、文化行政担当者会議 

 

 

・教育振興運動市町村担当者会議 

 

職員 4/17 

4/17 

10/2 

3/4 

5/18 

    

 

 
 
２ 学習機会・学習情報の提供、相談体制の充実 

 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

☆生涯学習広報「ま
なびい釜石」の発
行 
（生涯学習推進本
部事業） 

 生涯学習の推進による明るく住みよいまちづ
くりのため、学習意識の啓発や学習機会の提供等
に関わる情報発信を行う。「まなびぃ釜石」（6・8
月）「教育広報」（10 月・3月） 
 

市内全

戸 

配布 

年４回 

6・8・

10・3 月 

を予定 

 

生涯学習情報提供
システムの活用 
 
 

 県立生涯学習推進センターの生涯学習情報提
供システムに登録している情報の更新と積極的
な活用を図るとともに、広く市民への活用も呼び
かける。 
 
ホームページ 
http://www.manabi.pref.iwate.jp 
また今年からインターネットに接続できる携
帯電話からも情報検索が行える携帯サイトが開
設されたため、こちらも合わせて積極的な利用促
進を図る。 
携帯サイト 
http://www.manabi.pref.iwate.jp/m/ 
 

市民及

び関係

者 

年 間 平成13年度

からインタ

ーネットで

の検索が可

能 

☆かまいし情報カ
レンダーの運用 

 
 
 
 
 
 
 
 

 平成 18年度から、生涯学習関連事業を体系化
し市民に情報提供を行うことができる「かまいし
情報カレンダー」の運用に主体的な役割を果たし
ている。引き続き内容の充実を図るとともに、類
似事業の統合等の検討を行う。 
 また、教育委員会のホームページを通じ、業務
の概略説明、まちづくり出前講座、生涯学習指導
者の募集を行っている。（申請書のダウンロード
可） 
 

市 民 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生涯学習相談体制 
の充実（学習コーデ 
ィネート） 

生涯学習スポーツ課、各生活応援センターにお
いては、常に窓口で学習相談に対応することと
し、市民の学習意欲に対する的確な対応を推進す
る。 

 

市 民 年 間 生涯学習ス
ポーツ課、

生活応援セ

ンター 

 
 
 
 
 
 
 



 ３ 生涯学習関連施設（学びの場）の充実 
 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
☆生活応援センタ
ー（公民館）の設
置 

平成 19年度から市内 6箇所に設置。小佐野公
民館を新設、旧釜石公民館は釜石公民館浜町分館
として存続させた。また、各センターには複数の
職員を配置し、生涯学習事業の充実のため、積極
的に域内の集会所等に出向き、出前講座を行うこ
ととし、公民館から遠い地区でも生涯学習のメリ
ットを受けられるよう努める。 
※懸案であった公民館の複数体制化を実現 

市 民 年 間 生活応援セ
ンター 

生涯学習推進セン 
ター（中央公民館） 
の検討 

生涯学習推進計画の中でも引き続き提言され

た市民や団体等の活動拠点施設。設置について

は、引き続き検討する。 

市 民 年 間  

既存施設の活用 ・統合された学校施設、学校の余裕教室の活用検

討。 
・市内の施設、歴史、文化財の活用「施設・歴史

ウォッチング」等の実施。 

市 民 年 間 各施設等 

公民館施設管理  地区公民館（6館）及び分館（9館）の維持補

修等 

地区公
民館・分
館 

年 間 各公民館・
分館 

釜石市大石地域交 
流センター管理運 
営 
 

旧大石小学校跡地に社会教育施設として整備

し、平成 16年 5 月 1日に開所した。市民交流、

特に青少年の体験学習や各種生涯学習関連事業

等に活用する。特に学校での自然体験、宿泊合宿

等に活用されることを期待する。 

 ※使用料は１日 10 人まで 2,000 円（1 人増え

る毎に 100 円） 

市民 年 間 釜石市大石
地域交流セ
ンター 

①岩手大学・釜石市遠隔地ＩＴ連携システムの構

築 

岩手大学総合情報処理センターと釜石市教育

センターを岩手情報ハイウェイと無線ＬＡＮで

結び、遠隔授業と双方向会議を実現。（平成 15

年 3 月 25 日から） 

 現在、岩手大学・釜石市・水沢市・二戸市で通

信可能となっている。 

○生涯学習講座、学校教員の研修、企業の技術

相等談に活用している。 

市民 年 間 教育センタ
ー 

②「エル・ネット」文部科学省の教育情報衛星通

信ネットワーク設置。※平成 19 年度で終了。

○子ども放送局（毎週土曜日午前配信） 

市民 年 間 釜石公民館
浜町分館 
教育センタ
ー 

通信ネットワーク 
の整備充実 
 
 

③放送大学岩手学習センター釜石校 

 平成 14 年 6 月 30 日開所 

 学位取得・キャリアアップを目指す方々の利便

を図るため、衛星放送を視聴できるほか、ビデ

オ・カセットテープにより復習ができる。 

  本年度当校を会場にスクーリングが開催さ

れる予定。 

 

放送大
学学生 

年 間 教育センタ
ー5 階 放
送大学釜石
校 

 
 



 ４ 人材の育成と成果の活用 
 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

☆生涯学習指導者
及びボランティ
アの発掘・養成・
活用 
（生涯学習推進本
部事業） 

 生涯学習のさまざまな分野で指導者やボラン

ティアとして指導・協力いただける人材を引き続

き発掘し養成するとともに、登録者名簿に登載し

各種講座等での活用や学校・団体等への紹介を行

う。平成 18年 3月改訂 
 ※19 年 4月 1日現在 246 名登録 

  
また、釜石教育事務所と共催で、生涯学習ボラ

ンティア研修講座の開催を検討する。 
 生活応援センター独自事業として、地域のお宝

発掘（人材・資源）を行う。 
 

市 民 年 間  

自主活動グループ 
支援 
 
 

 現代的な課題等（環境、子育て、国際交流、Ｉ

Ｔ、男女共同参画）をテーマに自主活動を展開し

ている市民団体の育成を図る目的で、グループが

一般市民を対象とした講演会・イベントを開催す

る際、講師謝礼金の一定部分を教育委員会が負担

する。 
※教育委員会と共催で開催 

 

自主活

動グル

ープ 

年 間  

公民館まつり 
 

 公民館を中心に活動している自主活動グルー

プや団体の学習成果の発表により、お互いの交流

を深め今後一層の活動意欲の向上を図りながら、

生涯学習の振興に資する。 
 各生活応援センターで実施を検討する。 

市 民 秋～冬 釜石公民館 
甲子公民館 
鵜住居公民館

（町民文化祭） 
唐丹公民館

（唐丹の日） 
小佐野公民館 
栗橋公民館 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの体系化・
養成 

 知識や技能を社会に還元できるよう人材育成

に努めるため、関係機関と連携し、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ養成

講座・体系化を図る。 
 

市 民 年 間  
 
 

社会教育関係団体
の育成及び活動支
援 

 活動事業費の一部を補助し、団体の育成及びリ
ーダーの養成を図り、生涯学習の振興に資する。
・釜石市教育振興運動協議会     200 千円
・釜石市ＰＴＡ連合会        100 千円
・いわて少年セミナー参加者補助金   99 千円
（参加費用 30,000 円 1/2 補助 3 名分、要保護
者 9/10 補助 2名分） 
 

社会教
育関係
団体等 

年 間  

ユネスコ精神の普
及活動推進事業 

 相互のコミュニケーションを図りながら世界
平和と人類共通の福祉を実現しようと設立され
たユネスコ（国連教育科学文化機関）の活動を支
援する。 
 ユネスコ世界寺子屋運動推進事業（「書き損じ
ハガキ」の回収運動を通じて発展途上国で民間団
体が行っている識字教育活動を支援する）、各種
国際交流事業、文化事業等 
 

世 界 年 間 市  内 

 
 



 ５ 生涯学習に関する調査研究の推進 
 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
教育委員・社会教育
委員等合同研修会 
 

 教育委員、社会教育委員、公民館運営審議会
委員を対象に、生涯学習や社会教育の振興につ
いての研修を行う。 
（釜石教育事務所・釜石市教育委員会・大槌町
教育委員会） 

教育委
員社会
教育委
員、公
民館運
審委員 

未定  

社会教育委員・公民
館運営審議会委員
研究大会 

 生涯学習の推進について共通の理解を図る
とともに、実践事例をもとに当面する社会教育
振興上の諸問題に関する研究協議を深め、委員
の今日的な役割の確立に資する。 

社会教
育 委
員、公
民館運
審委員 

11/10 生涯学習センター

社会教育関係職員
等研修 

(基本研修) 
・新任社会教育関係職員研修講座 
・生涯学習情報提供システム担当者研修会 
・社会教育指導員等研修会 
・放課後子ども教室事業担当者・指導者研修会
・社会教育主事・公民館職員研修講座 
（専門研修） 
・生涯学習・社会教育推進計画専門研修講座 
（課題別） 
・心豊かな人づくりフォーラム 
・第 53 回岩手県公民館大会 
・生涯学習推進研究発表会 

ほか

 
関係者
等 

 
5/10・11 
5/17 
5/21 
7/6.10/19 
8/23 
 
6/14 
 
7/27.9/20.11/21 

11/15・16 
2/7・8 
 

 

生涯学習センター

生涯学習センター

生涯学習センター

生涯学習センター

ほか 

生涯学習センター

 

生涯学習センター

 

生涯学習センター

生涯学習センター

花巻市 

 

 

各種調査事業  時代に適合した生涯学習を推進するための
調査として、各種調査を実施する。調査結果を
各種計画への反映、事業実施の展開に生かす。
・釜石市生涯学習基礎調査（5 年に一度/Ｈ21
予定） 
・社会教育基礎調査（岩手県） 
・社会教育施設調査（岩手県） 

 

   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第Ⅱ 生涯の各時期（ライフステージ）における生涯学習の充実 
１ 子育てを支援する家庭教育環境の充実 

 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

ひよこ教室 
 

 子どもを健やかに育てるため、地域に住む親子
が集い、育児について学び合いながら交流を深め
る。地域での自主的な活動グループづくりも支援
する。 
 
○釜石公民館  平田ひよこ教室 
○小佐野公民館 ぽっかぽかクラブ 
○唐丹公民館  唐丹ひまわり教室 
 おやつ作り、お散歩、プール遊び、運動会、人
形劇、クリスマス会、豆まき、エアロビクス、ひ
な祭り等 

乳幼児
を持つ
親等 

4 月～ 
 3 月 

市内各生活
応援センタ
ー（公民館）

子育て学習推進事
業 
（国庫委託事業） 

子どもの教育や人格形成に大きく関わってい
る親等を対象に、家庭や地域の教育力の活性化を
推進することをねらいとして子育て学習講座を
実施する。 
① 就学時健診を活用した子育て講座 6 講座 
小学校入学前の子どもを持つすべての親
が参加する就学時健診の機会を活用した子
育て講座の開催 
② 授業参観等を活用した子育て講座 14 講座 
各小中学校、幼稚園及びＰＴＡ等と連携し
て、授業参観等の機会を活用した子育て講座
の開催 
 

小学校
就学児
を持つ
親等 
園児・児
童生徒
を持つ
親等 

 
 
 
 
11 月頃 
 
 
 
年 間 

 
 
 
 
市内各小学
校 
 
 
市 内 幼 稚
園、小中学
校等 

フォーラム家庭教
育（県事業） 

 「父親の家庭教育参加」に焦点をあてた講座と
して開催。 
家庭教育における課題等について研修し、家庭
の教育力の向上に資する。 
 

子ども
を持つ
親等 

9/8 大槌町 

 
 
２ 青少年の心を育む学習機会の充実 
 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
☆放課後子ども教
室推進事業 
（放課後子どもプ
ラン） 
国庫補助事業 
 
 

 学校や公民館等を活用し、放課後や週末などの
一定時間を利用し、地域の大人の力を結集し、子
どもたちが文化活動や様々な体験活動、学習活動
を行える場を提供する。（学習の習慣づけ） 
・安全管理員及び学習ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰの配置 
 平成 19 年度市内 6小学校区に開設予定 
（釜石、尾崎、双葉、鵜住居、栗林、橋野） 

小中学
生 
地域住
民 
 
 
 
 

4 月～ 
3 月 
 
 
 
 
 

内容に記載
の箇所 
 
 
 
 
 

☆子ども読書活動
推進事業 

 
 

 平成 17年度に策定して「釜石市子どもの読書
活動推進計画」に沿った事業展開を図る。 
 特に、市立図書館し学校図書館との連携、ボラ
ンティアとの協働、更に子どものたちの感受性や 
創造性を培う事業として「音読・朗読」に焦点を
あてた取り組みを実施を目指し、関係機関、実行
委員会との協働、或いは、放課後子ども教室にお
いても推進を図る。 

小中学
生 
 
 
 

年 間 
 
 
 

市 内 
 
 
 



わんぱく広場 
ふれあい広場 
寺子屋教室 
少年交流体験事業 
 

 地域の中での交流や自然とのふれあいを通じ
て、明るく心豊かな子どもたちの成長を願って実
施する。 
 自然体験、スポーツ、伝統行事、世代間交流等 
 
○釜石公民館 わんぱく広場 
       世代間交流、自然体験、ニュース

ポーツ、地域の史跡探訪等 
○甲子公民館 ふれあい広場 
       花いっぱい運動、映画会、昔あそ

びと工作、ウォークラリー、しお
り作り、スポーツチャンバラ等 

○栗橋公民館 山びこふれあい教室 
       水質調査、花いっぱい、ホタル観

察、歴史の道、しめ縄、みずき団
子作り等 

○唐丹公民館 寺小屋教室 
       座禅会、漁業体験等 
○小佐野公民館 挑戦！体験！！ワンダーらんど 

キッズファーム、キャンプ 
野菜収穫と調理実習、しめ縄作
り等 

 

小中学
生 
市民 

5 月～ 
 2 月 

生活応援セ
ンター 
（公民館） 

☆いわて少年交流
体験セミナー（県
主催） 

 県内、県外の訪問地の青少年との交流や体験
学習を通じて、自然や歴史、産業経済等を学
びながらふるさとづくりを主体的に考える青
少年の育成を図る。120人 
○県内研修 県北地方 
○県外研修 実施を含め未定 

小学生 
中学生 
高校生 
県 内
120 人 

1 月 
 
事前研
修 8月 
事後研
修 2月 

各青少年の
家、 
 

国際理解講座 
「あつまれキッズ」 
（協力：フレンドシ
ップ） 

 小中学生の国際感覚を養い、異文化に対する相
互理解を深めるために、市内在住の外国人との交
流の機会を提供する。 
 外国人講師による語学体験、文化紹介、味覚体
験（アメリカ、シリア、トンガ、ベトナム） 
 
※当該事業のサポーターを募集し、「あつまれキ
ッズ」を活動の場として、今後の生涯学習活動や
国際交流活動を推進しうる人材の発掘・育成を図
る。 
 事前準備・当日運営など 
 

小中学
生等 
 
 
 
 
 
高校生
以上 

6/9 
7/7 
8/1 
9/15 
2/未定 

市  内 

こどもエコクラブ 
（協力：環境アドバ
イザー） 

 

 『アースレンジャーかまいし』団員として、自
然の中での様々な体験活動を通して自分たちが
暮らす自然環境への理解を深め,環境保全に配慮
した行動をとることができる資質を育む。 
 自然観察（野鳥、昆虫）、酸性雨等各種調査な
ど 
 

小学生
等 

6/3 
6/30 
7/27 
9/1 
12/8 
1/19 
1/未定 
 

市  内 

☆省庁連携活動ネ
ットワーク推進ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ【釜石夢ワカ
メ交流推進事業】 
国庫委託事業 

 横浜市と釜石の子どもたちが環境保全活動・自
然体験・農業業体験を通じ、友好・交流を深め合
う。 
 水産課主導、生涯学習スポーツ課・その他関係
課の協力で開催 

小学生
高学年 
 

7 月～ 
交流事
業 8月 

市  内 



釜石市成人のつど
い 

 成人の日を記念し新成人の門出を祝うととも
に、釜石市民としての自覚を促し、社会人として
求められる権利の行使と、果たすべき義務・責任
を全うできるよう励ます。 
式典、催事（茶席、着付け直し、記念撮影用舞台、
談話室）等 
 成人の日の前日の１月 13 日（日）の開催を予
定。 
 

新成人 1/13 市民文化会
館 
 

釜石市教育振興運
動協議会総会 

 釜石市教育振興運動協議会６実践区の実践課
題を確認し、 
今年度の実践活動の充実を図る。 
 

6/12 
 

市民文化会
館 

釜石・大槌地区教育
振興運動リーダー
研修会（県主催） 

 教育振興運動に対する理解を深め、実践活動の
進め方についての共通理解を図るとともにリー
ダーとしての実践意識を高め、一層の充実につな
げる。 

7/12 
 

市民文化会
館 

釜石市教育振興運
動協議会集約集会 

 教育振興運動の成果を確認するとともに、青少
年の現状や教育課題の把握を通して運動への実
践意識を高め、一層の充実につなげる。 
 

推進委
員 
実践区
指導者 
学校関
係者 
ＰＴＡ
関係者 

3/1 
 

市民文化会
館 

 
 
３ 成人教育の推進 
 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

英会話初心者講座 
（協力：フレンドシ
ップ） 
 
 
 

 初心者を対象にした英会話講座を開設するこ
とで、新規受講者の増員をめざし、英会話の学習
を通じて、仲間作りや「学び」の楽しさを知るき
っかけづくりとする。 
 
○昼コース、夜コースあり。年３期開催予定 
 

市民 昼  夜 
5/21 5/23 
5/28 5/30 
6/4  6/6 
6/11 6/13 
6/18 6/20 
6/25 6/27 
7/2  7/4 
7/9 7/11 

教育セン
ター 

中国語会話講座 
（協力：フレンドシ
ップ） 

 中国語会話（北京語）の学習を通じて隣国の文
化について知識を広げ、国際感覚を豊かにするこ
とを目的として実施する。 
 
 
 

市民 6/20 
6/27 
7/4 
7/11 
7/18 
7/25 
8/1 
8/8 
 

 

外国人のための日
本語会話教室 

（協力：フレンドシ

ップ） 

市内在住の外国人が日常生活に困らない程度
の日本語を学習するとともに外国人相互の交流
の場とすることを目的とすると共に、民間主導の
国際交流協会設立にむけた、具体的な取り組みの
参考事例とするために実施する。 
 

市内在
住の外
国人 

5 月～ 
3 月 

教育セン
ター 



アースデイ釜石事
業・ゴミウオッチン
グ 
 

 全世界で行われるアースデイ（地球の日）事業
の一環として、身近な河川敷等でのゴミ拾いを実
施し、環境保全を地域で考え行動するきっかけと
するとともに、一人ひとりが地域や自然環境を大
切にする心を育む目的で実施する。 
※実施結果  ○参加者 610 名 

○ゴミ量 1,750kg 回収 

市民 4/28（土） 甲子川、
小川川、
鵜住居川
流域等 

☆唐丹青年教室 
 

 青年が野外活動をとおして、仲間づくりや交流
を深めることを目的に開催する。 
（唐丹まちづくり検討会提案事業） 
○唐丹公民館 地元太鼓団体との交流、 
       キャンプ、シーカヤック体験 
       バスツアー等 

市内青
年 

6 月～ 
1 月 

唐丹公民
館 

男女共同参画まち
づくりフォーラム 
（男女共同参画ま
ちづくりフォー
ラム実行委員会
と共催） 
 

 男女のパートナーとしてのあり方、家族の絆、
子育てのあり方などを取上げることで、あらため
て家庭や社会のきずなについて考え、共に支え合
い安心して暮らせる 21 世紀のまちづくりを目指
して開催する。 

市民 未定 市民文化
会館 

地域女性学級 
 
 
 

 地域女性の学習意欲を喚起し、趣味や教養を深
めながら自分自身を高めるための学習機会を提
供する。女性を取り巻く課題について学習し、培
った力をまちづくりに活かすとともに、個人の豊
かな感性を磨き明日のくらしを拓く主体性を養
う。 
 
○釜石公民館「わくわく広場」 

茶摘、館外研修、フラダンス、 
そば打ち、フラワーアレンジ等 

○甲子公民館「甲子女性セミナー」  
       調理実習講話、手芸、館外研修、

体操、文化講演等 
○栗橋公民館「やまびこ女性教室」 
       磁器を彩る、遺言と相続、食生活

と健康 
 

地域女
性 

6 月～ 
 2 月 
生活応援
センター
（ 公 民
館） 
 

健康講座 
健康教室 
 

 

 健康相談や諸検査･測定、講話、体操等を通じ
て、自分の健康は自分で守ることの大切さを学
ぶ。「健康は自分でつくる。みんなで支える。」 
 各生活応援センターで定期的に開催する。 
 

地域住
民 

5 月～ 
 2 月 
生活応援
センター
（ 公 民
館） 

男の料理教室 
 

 少子高齢化や男女共同参画社会が進展する中
で、「男子厨房に入り、料理を楽しむ」ための講
座として開催する。 
 
○小佐野公民館（向定内男の料理・小川メンズ 

グルメ） 
○甲子公民館（洞関男の料理） 
○鵜住居公民館 
 

地域住
民 

5月～ 3月 生活応援
センター
（ 公 民
館） 



実年ひろば 
 
 
 
 
 
 
 

 家庭でゆとりのできる 50 歳以上の方々を対象
に、新しい生き方等について考える契機とすると
ともに、社会活動への主体的な参加を促進する。
  
○甲子公民館「ゆうゆう講座」「実年講座」 
○唐丹公民館「体験唐丹の歴史」 
○鵜住居公民館「実年広場」（年齢不問） 
 

地域住
民 

5 月～ 
 3 月 
生活応援
センター
（ 公 民
館） 

生き生き学級 
ゆうゆう広場 

 地域住民が相互の理解と親睦、連帯意識の高揚
を図りながら学習し、明るく生き生きと生活がで
きるよう開催する。（対象者：地域住民全員） 
○唐丹公民館「生き生き学級」 
       クラフト工芸、館外研修、星空観

察、酒蔵見学会、五葉山登山、地
元企業見学会 

○釜石公民館「ゆうゆう広場」 
       フラワーアレンジ、トレッキン

グ、ヨガ、講話 

地域住
民 

6 月～ 
 3 月 

 

パソコン教室 
 

 平成 16 年度に行ったパソコン講習会で学んだ
受講生を活用し、市民対象のパソコン講座を公民
館を活用して展開。 
 
○鵜住居公民館 
○甲子公民館⇒職員対応 
  

地域住
民 

年 間 生活応援
センター
（ 公 民
館） 

文化講演会 
 
 

 社会の変化に対応し、地域の人々が自分たちの
生き方と役割についての認識を深め、心豊かな生
活を送ることができるよう考える契機としなが
ら地域づくりに役立てる目的で開催する。 
  
○甲子公民館 
○栗橋公民館 
 

地域住
民 

9 月～ 
2 月頃 
生活応援
センター
（ 公 民
館） 

夢街道まなびの里
講座 
（釜石・大槌地区社会教育

振興会） 

 エル・ネット（教育情報衛星通信ネットワーク）
の配信終了に伴い、新たに講師を招聘する講座と
して開設予定。県立生涯学習推進センターの「い
わて学講座」等から、講師を選定し実施する予定。
 

地域住
民 

12 月 教育セン
ター 

植物観察会 
 
 

 ふるさとの自然や植物に関心を持たせ、郷土を
愛する心を育む。 
 
○栗橋公民館 和山地域の植物観察と採集、標本

づくり 
○唐丹公民館 唐丹町片岸川河口の植物観察 
       講師：釜石植物の会 
 

地域住
民 

6 月～ 
8 月 

和山地域
唐丹地域

ふるさとを知る 
志民講座 

 私たちが住んでいる釜石の歴史・文化・資源を
見つめ直し、郷土に対する理解や再発見を図り、
一人ひとりが先人の業績、足元の文化を継承して
いく資質を育むことを目的とする。 
 
○小佐野公民館  

市民 9 月～ 
11 月頃 

 

公民館劇場  地元郷土芸能記録ビデオや、子ども向け作品の
上映会 
 
○唐丹公民館 

地域住
民 

6 月 
7 月 
11 月 
1 月 
 

 



高齢者教室 
生き生き教室 
 
 

 高齢者の生活や地域に密着した課題について
学びながら社会参加を促進し、自らの生きがいづ
くりと地域の人づくり・まちづくりに役立てる。
 
○釜石公民館「生き生き広場」 
       ヨガ（予定）、フラダンス、館外

研修、講話等 
○甲子公民館「釜石いきいきクラブ教室」 
       調理実習、懇親会 
○鵜住居公民館「いきいきシルバー教室」 
        講話、郷土史、陶芸、館外研修、

人形劇鑑賞 
○栗橋公民館「山びこ生き生き教室」 
       ニュースポーツ、史跡めぐり、 

長寿社会に生きる 
○唐丹公民館「シルバー教室」 

語り伝えよう唐丹の歴史（地域の
文化や歴史を語り合う） 

高齢者
等 

5 月～ 
2 月 
生活応援
センター
（ 公 民
館） 

公民館特別・出前講
座 
 

 公民館から離れている地区住民を対象に、町内
会等と連携し、各種講座を開催する。 
 健康体操、趣味講座など 
 

地域住
民 

年間 地区内集
会所ほか

寿人生獲得大作戦
パート９・橋野ぴん
しゃん組 
（栗橋地区生活応
援センター） 

 講話やスポーツ実技等を通じて体力の維持・健
康管理を図りながら、自分の健康は自分で守るこ
とを学ぶ。 
 健康学習と運動実技、調理実習 
 血圧の測り方、グラウンドゴルフ、フォークダ
ンス、なるほど健康食、食についての学び、薬
についての学び 

高齢者
等 

5 月～ 
 3 月 
栗橋地区
生活応援
センター
（ 公 民
館） 

スクラムメイト 
（自主運営組織） 

（唐丹生活応援セ
ンター支援） 

（小佐野生活応援

センター） 

 スクラムメイト（健康生活推進員）の下、様々
な健康生活推進活動を行う。 
 ウォーキング、食生活を学ぶ、よくしゃべりよ
く笑うことなど、健康によいことを中心とした活
動を行う。 
  
 

高齢者 5 月～ 
 3 月 
唐丹地区
生活応援
センター
ほか 

遊びりテーション 
（自主運営組織） 

（唐丹生活応援セ

ンター支援） 

 高齢者、障害者、独居老人等の閉じこもりを防
止するため、ボランティア等の協力を得ながら楽
しみや生きがいづくりを支援する。 
花見、ニュースポーツ、ハンドベル、工芸、お
楽しみ会、ゲームなど 
 

高齢者 
障害者 

年 間 唐丹地区
生活応援
センター
ほか 

唐丹の歴史を語る
会（自主運営組織） 

（唐丹生活応援セ

ンター支援） 

 

唐丹の歴史を総合的に学び合わせて資料の収
集保存を図り、後世に伝えるとともに、会員の親
睦を図る。 
講話、歴史の道探訪など 
 
 

 

地域住
民 

年 間 唐丹地区
生活応援
センター
ほか 

 
 
 



地区公民館・自主活
動グループの支援 

①釜石公民館 19 団体 
 リフレッシュ・グループ（エアロビクス）、釜石吟詠会（詩吟）、太極はまゆ
り会（太極拳）、太極白鶴会（太極拳）、あすなろキャラバン（人形劇）、釜石
ギター友の会（ギター）、ほおずきの会（絵手紙）ｸﾛｰﾊﾞｰ社交ダンスクラブ（社
交ダンス）、中文懇話会（中国語）、ほっぷすてっぷの会（健康体操）、マリン
ネットクラブﾞ（パソコン）、気功健康教室（気功）、スポーツチャンパラ広洋
館（スポーツチャンバラ）、ばしょまえ交流館（子どもの居場所）、社交ダン
スを楽しむ会（社交ダンス）、只越ソーランクラブ（踊り）、生花アレンジ花
遊人（花）、手作り倶楽部（工作）、ひまわりの仲間（パッチワーク） 
  
②甲子公民館 21 団体 
 鈴音会（踊り）、釜石フォークダンス（フォークダンス）、ＲD はまなす（フ
ォークダンス）、甲子民謡保存会（民謡）、甲子歌う会（歌謡）、甲子練功の会
（練功）、陶芸グループ（陶芸）、老松会（老人クラブ）、和紙ちぎり絵しんこ
う（ちぎり絵）、ひまわりの会（手芸）、習字の会（習字）、絵の会（絵画）、
水墨画・青竹（水墨画）、水墨二期会（水墨画）、太極拳燕子会（太極拳）、太
極拳学好会（太極拳）、甲子パソコンクラブ（パソコン）、だんぽぽ俳句の会
（俳句）、音楽ボラ・アイビーの会（ボランティア）、フォークダンス白鳥（フ
ォークダンス）、甲子ニコニコグループ（ボランティア）、 
 
③小佐野公民館 20 団体 
 導引養生功（気功・ストレッチ）、着付同好会（着付、礼法）、正棋会（将棋）、
小佐野栄和会（練功）、さつきの会（俳句）、小佐野栄和会・春幸会（高齢者
の親睦と健康作り）、釜石市野球スポーツ少年団（野球）、自然食ふれあい教
室（郷土料理・地産地消）、小佐野碁友会（囲碁）、惠の会（踊り）、釜南 
 硬式野球部父母会(野球)、押花勉強会(押花)、レッツ・スリム（健康づくり）、
小佐野町内会婦人部（カラオケ・踊り）、ガールスカウト岩手１団（諸活動）、
釜石市家庭婦人バレーボール連盟（バレーボール）、体育指導員甲子地区委員
会（体育指導）、小佐野いきいき健康講座（健康づくり）、釜石手をつなぐ育
成会（地域づくり）、空手同好会（空手） 
 
④鵜住居公民館 10 団体 
 歌を楽しむ集い（合唱）、エアロビクス教室（エアロビクス）、三陸太極拳同
好会（太極拳）、社交ダンス（社交ダンス）、鵜の会（俳句）、あすなろ会（パ
ソコン）、スワンクラブ（卓球）、民舞舞踊クラブ（舞踊）、ｱｺｰｽﾃｨｯｸｷﾞﾀｰ教室
（ギター）、囲碁同好会 
 
⑤栗橋公民館 3 団体 
 習字同好会（習字）、橋野の歴史を想い考える会（郷土史研究）、句を詠む同
好会（俳句） 
 
⑥唐丹公民館 9 団体 
 大正琴教室（大正琴）、吟詠教室（詩吟）、舞踊教室（踊り）、ピンポン同好会
（卓球）、愛ちゃんネットクラブ（パソコン）、太極拳クラブ（太極拳）、ぬり
絵クラブ（ぬり絵）、洋服リフォームクラブ（リフォーム）、習字教室 

 



平成19年度釜石市生涯学習行政施策の体系と事業

(目標) (ｷｰﾜｰﾄﾞ)                (施策の方向)       (基本方針)       (施策の重点) 事　　　　　業

生涯学習推進体制の整備

各課等との連携協力推進

生涯学習情報の提供

指導者等の養成と活用

学習成果の発表 公民館まつり（公民館）、自主活動支援事業

社会教育指導体制の充実

社会教育研修等の充実

社会教育施設の整備充実

社会教育関係団体の育成等

ユネスコ活動の充実 ユネスコ精神の普及活動推進事業

成人教育の推進

ひよこ教室（公民館/生活応援センター）、子育て学習の全国展開事業（就学時健診、授業参
観等を活用した子育て学習講座、父親の家庭教育を考える集い(県主催)、図書館体験学習、子
育てネットワークづくり

国際理解講座あつまれキッズ、こどもエコクラブ、わんぱく広場・ちびっこ広場、世代間交流
事業（公民館/生活応援センター）、手づくり絵本講座（公民館）、いわて発交流体験セミ
ナー（県主催）、成人のつどい、教育振興運動推進事業、盛岡－釜石交流サマーキャンプ事
業、放課後子どものプラン／放課後子ども教室推進事業、釜石市大石地域交流センター活用
事業、ジュニアリーダー育成事業、自然体験学習、子ども読書活動推進事業（音読）、省庁
連携体験活動ネットワーク推進プロジェクト

ＩＴ講習会パソコン講座、外国語会話教室（英会話等）、アースデイ釜石事業（ゴミウォッチ
ング)、まちづくり市民フォーラム、地域女性学級、明日の暮らしを拓く市民セミナー、健康
講座（訪問・個別・地域／生活応援センター）、男の料理教室、実年広場、ビデオ学習講
座、文化講演会、植物鑑賞会、高齢者教室、スクラムメイト、遊びりテーション/公民館・生
活応援センター)、各地区まちづくり検討会（ワークショップ）、リーダー育成、マップづく
り(生活応援センター)

社会教育委員会議、公民館運営審議会、公民館長会議、社会教育資料作成。主管課長会議、都
市社会教育課長会議、生涯学習文化行政事務担当者会議、教育振興運動市町村担当者会議

社会教育委員・公民館運営審議会委員合同研修会、社会教育主事・公民館職員研修会、いわて
男女共同参画フォーラム、生涯学習推進専門研修講座、学習情報提供システム担当者講座、岩
手県公民館大会、公民館経営専門研修講座、釜石・大槌地区教育振興運動リーダー研修会、ボ
ランティア育成講座

公民館修繕（釜石、小佐野、甲子、鵜住居、栗橋、唐丹の6地区館及び9分館）、放送大学釜石
学習センター、大石地域交流センター、IT遠隔地連携システム、図書館情報システム、図書資
料の充実、図書館時間延長、図書館相互協力

社会教育関係団体活動助成（釜石市教育振興運動協議会、釜石市ＰＴＡ連合会、いわて発交流
体験セミナー参加者補助金、岩手県社会教育連絡協議会負担金、図書館自主グループの育成、
図書館ボランティアの活用

生涯学習の基礎としての
学校教育の充実・連携

生涯スポーツの推進

芸術・文化の推進

子育てを支援する家庭教育環境の充実

青少年の心を育む学習機会の充実

5.自主的な生涯学習行動を支援します

6.生涯学習の場を提供します

7.上記を遂行する生涯学習推進体制を整備します

生涯学習推進体制の整備

生涯の各時期における
生涯学習の充実

2.市民(志民)との協働を軸としたまちづくりを推進します

1.多様な学習機会を提供します

3.地域の健康安心づくりを応援します

4.学んだ知識を活用できる機会を創出します

生涯学習推進本部(本部及び連絡調整会議)の運営、生涯学習推進協議会の検討

生涯学習推進事業（生涯学習指導者及びボランティアの登録・養成・活用等）、指導者ネットワークづくり

生涯学習まちづくり出前講座、岩手大学との連携事業の強化（生涯学習講座、文化のまちづく
り講演会、IT遠隔地連携システムを使った出前講座等)、放送大学

生涯学習広報まなびい釜石、教育振興運動だより、わくわく子どもセンター、県立生涯学習推
進センターの生涯学習情報提供システムの活用、かまいし情報カレンダー



平成19年度文化行政施策の体系

　　―地域文化 の振興―

施 策 の 重 点 具 体 的 施 策    実 施 事 務 事 業

郷土資料館運営事業

岩手県青少年劇場開催事業
(児童劇・くまわらう　　)

文化財の保護活用

ぶんかざいなんでも体感事業（史跡めぐり等）

指定文化財重点観察事業

第１６回釜石市有形文化財公開事業

文化のまちづくり講演会

文化財指定調査推進事業

史跡橋野高炉跡保存管理計画策定事業

特別天然記念物保護処理事業

創作発表機会の拡充

市制施行７０周年記念自主文化事業
寺内タケシとブルージーンズ公演

芸術文化交流の活性化

第３７回釜石市民芸術文化祭

釜石市芸術文化協会運営補助事業

第２３回釜石市民劇場

第３０回かまいしの第九演奏会

釜石市文化財保護審議会

中学校芸術鑑賞会
（わらび座・ミュージカル「義経」）

芸術文化活動の推進

第６０回岩手芸術祭巡回美術展

芸術文化の振興
芸術文化鑑賞機会の
拡充

映画鑑賞会

文化財調査と指定
推進

埋蔵文化財保存事業

文化財愛護少年団の育成

文化財愛護思想の
高揚

文化財の保存と活用

文化財の保護と管理
の充実

釜石市指定文化財管理委託事業

国・県指定史跡保存管理事業
（史跡橋野高炉跡環境整備事業）

橋野高炉跡国史跡指定50周年記念事業

文化財標柱等設置事業

古文書解読講座開設事業

伝統文化こども教室



釜石市立公民館（生活応援センター）一覧表 
 
 
Ｎｏ 
 

 
  公 民 館 の 名 称 

 
館 長 名 

 
所 在 地 

 
電話番号 

  
１ 
 

 
釜石市立釜石公民館 佐々木  亨

 
大渡町 3-15-26 

 
22-0180 

 
（１） 
 
   〃  浜町分館 

佐々木   亨
（釜石公民館長併任） 

 
浜町 1-1-1 

 
22-6052 

 
 ２ 
 

 
釜石市立甲子公民館 佐々木 春 美

 
甲子町 10－255 

 
23-5524 

 
（１） 
 

  
  〃  砂子渡分館 藤 井 萬 治 

 
甲子町４－29－５ 

 
59-3736 

 
 ３ 
 

 
釜石市立小佐野公民館 小 池 幸 一

 
小佐野町 3－4－25 

 
23-5544 

 
（１） 
 

 
   〃  向定内分館 宍 戸 信 昌 釜石市定内町 2-21-13 23-1435 

 
（２） 
 

 
   〃  野田団地分館 笹 原 由 蔵 

 
野田町５－11－10 

 
23-3517 

 
 ４ 
 

 
釜石市立鵜住居公民館 高 橋 一 見

 
鵜住居町 15－19 

 
28-2137 

 
（１） 
 

 
   〃  川目分館 千 葉 勝 義 釜石市鵜住居町 3-8-1 28-4134 

 
（２） 
 

 
   〃  室浜分館 山 崎 勝 人 

 
片岸町 10－40－１ 

 
42-4773 
 

 
（３） 
 

 
   〃  仮宿分館 佐々木 幸 男 

 
箱崎町４－50－２ 

 
28-3678 

 
 ５ 
 

 
釜石市立栗橋公民館 藤 原 英 彦

 
橋野町 34－16－2 

 
57-2111 
 

 
（１） 
 

 
   〃  中村分館 和 田 祐 幸 釜石市橋野町 7-74-3 57-2142 

 
（２） 
 

 
   〃  横内分館 小笠原 利 三 

 
橋野町 26－44－３ 

 
57-2237 

 
 ５ 
 

 
釜石市立唐丹公民館 大久保 孝 信

 
唐丹町字小白浜 61 

 
55-2111 

 



 

Ⅲ 地域文化の振興 
(1) 芸術文化の振興 
① 創作・発表機会の拡充    
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
第 37 回釜石市
民芸術文化祭 

 釜石市における芸術文化活動の発展と振興
を図るとともに、芸術文化を通して心の豊か
さ、安らぎと潤いを市民に提供することで、健
康で明朗な市民生活の向上を図る。 
 
主催   釜石市、釜石市教育委員会、 

釜石市芸術文化協会 
テーマ  未定 
開会式  
発表部門  
合唱・音楽・独唱・茶会・三曲・詩吟・名
曲鑑賞・演劇・吹奏楽・ピアノ・歌と踊り・
大正琴 

展示部門 
華道・書道・絵画一般・水墨画・押し花絵・
切り絵・リボンフラワー・写真・文芸・切
手・盆栽・山野草・盆景・ステンドグラス・ 
ビデオ・手工芸 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
一般市民 

 
 
 
 
 
 
 
 
11月 3日 
 
9～11月 
 
 
11/3・11/4 
11/10・11/11 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
市民文
化会館 

釜石市芸術文化

協会の運営補助 
 釜石市芸術文化協会の運営に必要な経費の

一部を助成する。 
 
釜石市芸術文化協会 55 団体 1,376 名 

補助金額：180 千円 
 

   

 
② 芸術文化鑑賞機会の拡充 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
第 60 回岩手芸
術祭巡回美術展 

 岩手芸術祭美術展の入賞作品を巡回展示す
ることにより、芸術鑑賞の機会の拡大を図る。 
 
・巡回種目  日本画、洋画、版画、彫刻、工

芸、書道、写真、デザイン、現代美術、
水墨画、映像 ほか 

 
 
 
一般市民 

 
 
 
11月 17
～18 

 

 
 
 
市民文
化会館 

青少年劇場開催
事業 
 

 小学生に優れた児童劇を鑑賞させることに
より、青少年の健全育成を図る。 
 
・劇団 劇団未踏 
・内容 児童劇「くまわらう/大ひょうげんを

めざせ」 
・鑑賞対象校・全小学校 

 
 
市内の小
学５～６
年生 

 
 
5 月 31 日 

 
 
 
市民文
化会館 

 
③ 芸術文化活動の推進 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
文化のまちづく

り講演会 
 
 

 「かおり高い文化のまちづくり」、「芸術・文

化の振興」及び「生涯学習によるまちづくり・

ひとづくり」の推進及び市民の文化活動の活性

化促進を図る。 
 
・内容 岩手大学との連携事業。内容は未定。 

 
 
 
一般市民 

 
 
 
未定 
 

 
 
 
市民文
化会館 



 

(2) 文化財の保護と活用 
① 文化財調査と指定推進 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
釜石市文化財保

護審議会 
 釜石にある文化財の適正な保護と活用を図

るため、文化財保護審議会を開催し、種々の提

言、助言を受ける。 
 郷土芸能祭事業の開催計画について提言、助

言を受ける。 
 
・ 釜石市文化財保護審議会条例に基づき設
置する。 

 第１専門部会（有形文化財） 

 第２専門部会（無形文化財・民俗文化財）  

 第３専門部会（記念物・埋蔵文化財） 

 

○ 文化財保護審議会（３回） 

第１回 

内容 ①平成 19 年度事業計画 

    ②有形文化財公開事業について 
第 2回 
第 3回 
・内容 ①平成 19 年度事業報告  ほか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
文化財保

護審議会

委員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5月 16日 
 
 
9月 
 
3月 

 

文化財指定調査

推進事業 
 文化財の適正な保存を図るため市内に所

在する文化財について調査し、貴重な文化財

の発掘及び指定促進を図る。 

 随時  

 
② 文化財の保護と管理の充実 

 

事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
史跡橋野高炉跡

保存管理計画策

定事業 

国指定史跡である橋野高炉跡の保存管理計画

を策定しようとするもの。 
 
○19年度事業 
「史跡整備検討委員会」や文化庁、県教育委

員会の指導・助言により保存管理計画を策定す

る。 

 随時  

特別天然記念物

保護処理事業 
 「文化財保護法」及び「特別天然記念物の管

理に関する法律」の規定により、国指定の鳥獣

の保護管理と滅失した時に処理を行う。 
 
・ 内容 カモシカの保護と処理 
 

 随時 市内一

円 

国･県指定史跡

保存管理 
 国指定史跡「橋野高炉跡」地内の雑草の刈り

払い、樹木の整備及びパトロールを委託し、史

跡の保存と景観の保持を図る。 

 4月～3月  

釜石市指定文化

財管理委託 
 釜石市内の指定文化財の維持管理を目的に、

所有者（管理者）と管理委託契約を締結する。 
 
・委託契約を締結する。 

 44 件×6千円＝ 264 千円 

指定文化

財の所有

者（管理

者） 

4月～3月  



 

 
③ 文化財の保存と活用 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
第 16 回釜石市
有形文化財公開

事業 

テーマを設定し、釜石市内の文化財を公開

し、市民が郷土にある貴重な資料に触れること

により、市民が郷土の歴史や風土に親しむ場を

創出する。そのなかで文化財の重要性やその保

護の必要性を理解していただくとともに、郷土

愛を育み、住民が主体となった釜石市民憲章の

「かおり高い文化のまちづくり」を推進する。 
 
内容 展示・講演会 

 

一般市民 未定 
 
市民文

化会館 

埋蔵文化財保存

事業 
埋蔵文化財は、地域社会の歴史をあとづける

貴重な文化遺産であると同時に私たちに生き

た学習の場を提供するものである。埋蔵文化財

は、土地に埋蔵されているため容易に失われて

しまう危険にさらされていることから、調査を

実施し記録保存を行う。 
・市内遺跡詳細分布調査 
全地区の分布調査・報告書作成 
 

・ 市内遺跡確認調査 
・ 緊急発掘調査 
発掘調査 石応禅寺裏遺跡 
報告書作成  

・試掘調査  

 

 

 

 

 

 

 

4月～3月 

 

随時 

 

4 月・5月 

 

未定 

ぶんかざいなん

でも体感事業 
市内各所にある文化財を活用し、市民に郷土

の歴史についての理解を促がす。また、この事

業を契機に、文化財愛護思想の高揚を図る。 
 
○ 史跡めぐり 

○ 市内遺跡出土遺物の公開 

 

一般市民 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未定 

未定 

 

 

 

 

 

 

橋野高炉跡国史

跡指定 50 周年
記念事業 

橋野高炉跡が国史跡に指定されて 50周年を
迎えることから、橋野高炉跡を中心とした鵜住

居川流域の近代遺産めぐり等を実施する。 
・近代遺産めぐり 
・橋野高炉跡発掘調査見学会 

一般市民 
 

 
 
 
6月 3日 
10月 

 

事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
文化財標柱等設

置事業 
 市内に点在する文化財、伝承される文化を市

民に周知し、保護・保存の意識を促すことを目

的に周辺に標柱・説明板を設置・整備する。 
 
・内容 市指定文化財標柱製作設置   など 

 随時  

指定文化財重点

観察事業 
 指定文化財の中には、経年とともにその保存

が危ぶまれるものがある。このことから重点的

に観察を行い、保護を図る。 
 
・小川アーチ橋梁 2号橋（小川小学校入口付近） 

・夫婦クロベ（鵜住神社境内） 

 

 4月～3月  



 

事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
郷土資料館運営

事業 
※別記 一般市民 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
④ 文化財愛護思想の高揚 
事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 
古文書解読講座

開設事業 
 生涯学習の一環として、郷土の文化に親しむ

ための古文書解読講座を開設し、文化財愛護思

想の向上を図る。 
 
内容 
〇解読講座 
・開設期間 年間 20 回 

（毎月第 1・第 3土曜日開講） 

・講義  初心者入門講座 

佐野家文書の解読ほか 

・講師 古文書学習会会長及び事務局長 

〇市外視察研修 

 

 
 
 
 
 

一般市民

(受講者) 
 
 
 
 
〃 

 
 
 
 
 

4月～3月 

 

 

 

 

 

10月頃 

 
 
 
 
 
市民文

化会館 
 

 

 

 

未定 
 

伝統文化こども

教室 
次世代を担う子どもたちに、茶道、華道、日

本舞踊、伝統音楽、郷土芸能などを計画的、継

続的に体験・修得できる機会の提供を行う。 

これにより、伝統文化を将来にわたって確実

に継承・発展させること、子どもたちの豊かな

人間性の涵養を図ることを目的とする。 

 

内容 

文化庁から委嘱を受けた（財）伝統文化活性

化国民協会が事業運営を行う。 

こども教室の開設は、各実行委員会等が行う

ものである。 

19 年度助成事業については、釜石市内から

次の 3団体が申請中である。 

・生田流正派釜石会 

・釜石市伝統文化表千家茶道こども教室実行

委員会 

・釜石市裏千家茶道こども教室実行委員会 

小中学生 6月頃～ 
3月 

未定 

文化財愛護少年

団の育成 
 

文化財愛護思想の普及を図るため、各種助成

事業の情報提供を行うなど、文化財愛護少年団

の活動を支援する。 

                      

   

 



番号 大分類 中分類 小分類 名称 ﾌﾘｶﾞﾅ 指定区分 員数 指定年月日 所在地 所有者 管理者

1 有形文化財 建造物 ― アーチ橋梁（1号橋・2号橋）
ｱｰﾁｷｮｳﾘｮｳ(1ｺﾞｳｷｮｳ･2ｺﾞｳ
ｷｮｳ）

有-14 1組 S55.3.28

（市道甲子1号線）
1号橋 :上小川町上ノ橋上
流97m
2号橋:小川町15-24-2、
旧小川小学校入口

釜石市
釜石市教委
（中小川町内
会）

2 有形文化財 美術工芸品 彫刻 聖観音銅像 ｾｲｶﾝﾉﾝﾄﾞｳｿﾞｳ 有-2 1 S45.2.20
大只越町1-1-1（石応禅
寺境内）

石応禅寺 石応禅寺

3 有形文化財 美術工芸品 工芸品 刀　銘　新藤源義國 ｶﾀﾅ ﾒｲ ｼﾝﾄﾞｳﾐﾅﾓﾄﾉﾖｼｸﾆ 県指定 1 S53.4.4 上中島町1-3-14 板澤利幸 板澤利幸

4 有形文化財 美術工芸品 工芸品 脇差　銘　奥刕南部栗林住神清照 有-3 1 S53.11.28 中妻町1-15-１7 澤田善雄 澤田善雄
5 有形文化財 美術工芸品 工芸品 槍　銘　奥州南部神清照作 有-4 1 S53.11.28 栗林町11-15 川崎喜代隆 川崎喜代隆
6 有形文化財 美術工芸品 工芸品 懸仏 ｶｹﾎﾞﾄｹ 有-5 1 S53.11.28 野田町3-11-15 野田武則 野田武則
7 有形文化財 美術工芸品 工芸品 細布 ｾﾊﾞﾇﾉ 有-6 1 S53.11.28 大字平田6-35 久保省一郎 久保省一郎

8 有形文化財 美術工芸品 工芸品
脇差　銘 慶貫洞長章需盛岡
住山内國多似巖鉄造之萬延元
年二月日

有-15 1 S55.3.28 上中島町1-3-14 板澤永博 板澤永博

9 有形文化財 美術工芸品 工芸品 懸仏 ｶｹﾎﾞﾄｹ 有-16 1 H10.7.30 大町3-1-14 観音寺 観音寺
10 有形文化財 美術工芸品 工芸品 懸仏 ｶｹﾎﾞﾄｹ 有-17 1 H10.7.30 大渡町3-3-7 鈴子陽一 鈴子陽一
11 有形文化財 美術工芸品 書跡 制札（天保・明和・捨馬） ｾｲｻﾂ（ﾃﾝﾎﾟｳ･ﾒｲﾜ･ｽﾃｳﾏ） 有-10 3枚 S53.11.28 栗林町4-43 小笠原勘五郎 小笠原勘五郎
12 有形文化財 美術工芸品 書跡 正一位尾崎大明神扁額 有-18 1 H10.7.30 浜町3-23-27 尾崎神社 尾崎神社
13 有形文化財 美術工芸品 古文書 南部領平田村仙台領唐丹村境絵図 有-7 2幅 S53.11.28 大字平田6-35 久保省一郎 久保省一郎

14 有形文化財 美術工芸品 古文書 釜石新道図 ｶﾏｲｼｼﾝﾄﾞｳｽﾞ 有-8 1 S53.11.28
大町3-8-3（釜石市郷土
資料館）

佐野あい 釜石市教委

15 有形文化財 美術工芸品 古文書
文政十三年石応寺境内図及び
幕末ころの釜石湊絵図

有-9 2幅 S53.11.28
大平町3-12-7（釜石市
立鉄の歴史館）

石応禅寺 鉄の歴史館

16 有形文化財 美術工芸品
考古資
料

徳治の碑 有-1 1 S45.2.20
大只越町1-1-1（石応禅
寺境内）

石応禅寺 石応禅寺

17 有形文化財 美術工芸品
歴史資
料

絵本　両鐵鉱山御山内並高炉
之図

県指定 2巻 S49.2.15 鈴子町23-15
新日鐵㈱釜石
製鐵所

新日鐵㈱釜石
製鐵所

有形文化財 美術工芸品
歴史資
料

星座石 ｾｲｻﾞｾｷ

（有-
11）県
指定-
179

1
（S53.11.2
8）
S60.12.27

唐丹町字大曽根237-2 釜石市教委
釜石市教委
（本郷文化財
愛護少年団）

有形文化財 美術工芸品
歴史資
料

陸奥州気仙郡唐丹村測量之碑

（有-
11）県
指定-
179

1
（S53.11.2
8）
S60.12.27

唐丹町字大曽根237-2 釜石市教委
釜石市教委
（本郷文化財
愛護少年団）

19 有形文化財 美術工芸品
歴史資
料

嘉遯翁遺愛碑 ｶﾄﾝｵｳ 有-13 1 S53.11.28 唐丹町字大曽根237-2 釜石市教委
釜石市教委
（本郷文化財
愛護少年団）

20 有形文化財 美術工芸品 歴史資料 大橋磁石岩絵図 ｵｵﾊｼｼﾞｼｬｸｲﾜｴｽﾞ 有－19 1 H18.2.24 野田町3-11-15 野田武則 野田武則
21 民俗文化財 無形民俗文化財 ― 丹内神楽 ﾀﾝﾅｲｶｸﾞﾗ 無民-1 1 S48.2.27 栗林町 砂子畑共正会 砂子畑共正会

22 民俗文化財 無形民俗文化財 ― 常龍山御神楽 ｼﾞｮｳﾘｭｳｻﾞﾝﾐｶｸﾞﾗ 無民-2 1 S55.3.28 唐丹町
常龍山神楽保
存会

常龍山神楽保
存会

23 民俗文化財 無形民俗文化財 ― 沢田鹿踊 無民-3 1 S55.3.28 栗林町 沢田新生会 沢田新生会

24 民俗文化財 無形民俗文化財 ― 釜石虎舞（片岸虎舞） 無民-4 1 H10.7.30 片岸町
片岸虎舞保存
会

片岸虎舞保存
会

25 民俗文化財 無形民俗文化財 ― 釜石虎舞（両石虎舞） 無民-5 1 H10.7.30 両石町
両石虎舞保存
会

両石虎舞保存
会

26 民俗文化財 無形民俗文化財 ― 釜石虎舞（錦町虎舞） 無民-6 1 H10.7.30 浜町3丁目 錦町青年会 錦町青年会

■　釜石市内指定文化財一覧（平成１９年３月２９日現在）
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27 民俗文化財 無形民俗文化財 ― 釜石虎舞（尾崎町虎舞） 無民-7 1 H10.7.30 浜町2丁目 尾崎青友会 尾崎青友会
28 民俗文化財 有形民俗文化財 ― オシラサマ（慶長年紀） 民-1 2体 S53.11.28 箱崎町5-24 金野伊勢次郎 金野伊勢次郎
29 民俗文化財 有形民俗文化財 ― オシラサマ（元和年紀） 民-2 2体 S53.11.28 箱崎町3-6-2 佐々木喜太郎 佐々木喜太郎
30 民俗文化財 有形民俗文化財 ― 鍛冶神掛図 ｶｼﾞｶﾞﾐｶｹｽﾞ 民-3 1 H18.2.24 大只越町1-9-1 山﨑倫昭 山﨑倫昭
31 記念物 史跡 ― 橋野高炉跡 ﾊｼﾉｺｳﾛｱﾄ 国指定 1 S32.6.3 橋野町2-15 釜石市 釜石市教委

32 記念物 史跡 ― 女坂石の証文 ﾒｻｶｲｼﾉｼｮｳﾓﾝ 史-1 1 S53.11.28 大字釜石16-131 嬉石共有会 嬉石共有会

33 記念物 史跡 ― 児島大梅の句碑 ｺｼﾞﾏﾀｲﾊﾞｲﾉｸﾋ 史-2 1 S53.11.28 橋野町21-7-7 小笠原鬼子雄 小笠原鬼子雄

34 記念物 史跡 ― 栗林銭座跡
（史-
3）県指
定史-39

1
（S53.11.2
8）S62.3.6

栗林町24-157-2
砂子畑共正会
他

砂子畑共正会
他

35 記念物 史跡 ― 本郷御番所跡 史-4 1 S53.11.28 唐丹町字本郷108 小池信二 小池信二
36 記念物 史跡 ― 平田御番所跡 史-5 1 S53.11.28 大字平田3-13 石田雅人 石田雅人
37 記念物 史跡 ― 石塚峠の藩境印杭 史-6 1 S62.3.27 唐丹町字大曽根86 釜石市 釜石市教委
38 記念物 史跡 ― 牧庵鞭牛隠居屋敷跡 史-7 1 H元.4.27 橋野町34-46-1 鶏石山林宗寺 鶏石山林宗寺

39 記念物 史跡 ― 石塚峠の七里塚 史-8 1 H7.3.30
唐丹町字大曽根
32,33,36番

千葉茂、葛西
登、小池善弥

千葉茂、葛西
登、小池善弥

40 記念物 史跡 ― 女坂の一里塚 史-9 1 H7.3.30 大字平田3-60-1 久保省一郎 久保省一郎
41 記念物 史跡 ― 定内の一里塚 史-10 1 H7.3.30 野田町1-3-14 野田タツヱ 野田タツヱ

菊池健夫 菊池健夫

沢共有林組合
代表菊池政男

沢共有林組合
代表菊池政男

釜石市 市建設課

43 記念物 天然記念物 動物
三貫島ｵｵﾐｽﾞﾅｷﾞﾄﾞﾘ及びﾋﾒｸﾛｳﾐ
ﾂﾊﾞﾒの繁殖地

国指定 1 S10.12.24 箱崎町4-76 釜石市 釜石市

44 記念物 天然記念物 植物 和山のシナの木 天-1 1 S44.8.22
橋野町14-16（通称・和
山長鼻）

栗橋牧野農協 栗橋牧野農協

45 記念物 天然記念物 植物 古里の御神楽スギ 天-2 1 S44.8.22 橋野町27-40 小笠原季雄 小笠原季雄
46 記念物 天然記念物 植物 明神かつら 天-3 1 S48.2.27 栗林町19-86 藤原熊男 砂子畑共正会

47 記念物 天然記念物 植物 鵜住神社の夫婦クロベ 天-4 1 S53.11.28
鵜住居町13-28（鵜住神
社境内）

花輪成幸 花輪成幸

48 記念物 天然記念物 植物 外山のエゾエノキ 天-5 1 S62.3.27 鵜住居町30-33 岩手県 釜石市教委
（佐須側から峠に向って
左のスギ）大字平田9-

佐々木寧 佐々木勇一

（佐須側から峠に向って
右のスギ）大字平田9-1-

佐々木益雄 佐々木益雄

50 記念物 天然記念物 植物 上栗林のサクラ 天-7 1 H19.3.29
栗林町4地割内（上栗林集
会所東脇）

小笠原勘五郎 小笠原勘五郎

天然記念物49 記念物 植物 峠のスギ 天ー６ １対 H16.1.27

橋野町32-135、39-
49、周辺河川

H19.3.29名-1 1瀧澤神社奥の院と沢桧川42 記念物 名勝 ―



平成 19年度 郷土資料館運営方針 
 
１．基本方針 
釜石の文化に対する市民の意識を高めながら生涯学習に役立てる「文化との

ふれあいの場」としての資料館の運営を図る。 
 
２．運営の留意点 
（１）資料館の適切な管理運営 
（２）資料の整備に努める 
（３）資料展示の工夫改善 
（４）市民及び関係諸機関との連携 
 
３．事 業 
（１）企画展の開催 
市民の需要及び見学の利便性を考慮し、適切な時期に企画・開催 
①釜石市市制施行 70周年記念展「釜石市 70年のあゆみ」 
・開催期間 4/28（土）～5/27（日） 
・市制施行から今日までのおもな出来事を、写真等の資料で紹介 
②釜石戦災展 
 ・開催期間 7/14（土）～9/2（日） 
 ・釜石が受けた艦砲射撃について正しく伝えるとともに、次の世代に

語り継ぐ 
③新収蔵資料展 
・開催期間 12/15（土）～1/27（日）予定 
 ・平成 17年度以降に寄贈、寄託された資料を展示公開 
④三陸津波展 

    ・開催期間 3/1（土）～3/31（月）予定 
    ・地震津波に対する防災意識を高める 
 
（２）史跡探訪及び体験学習会 
・生涯学習スポーツ課の「なんでも体感事業」と共催 
・史跡探訪は企画展の内容に合せるなど適当な時期に実施 

   ・体験学習は夏休みの小中学生を対象にしたものと、一般を対象にした

ものを検討中。 
 
（３）（仮称）郷土資料館友の会の発足 



・資料館を通して釜石の歴史、民俗、自然を学ぶ会。今年度会員を募集。 
・友の会の活動により市民の関心を高め、資料館の有効活用を図る 
・講座開催の可能性を検討。 

 
（４）ホームページによる情報発信 
インターネット環境を持つ市民の関心を高めるとともに、全国に向けて

釜石の歴史と文化の情報を発信する。 
・企画展等の開催日程 
・過去に開催した企画展等のパンフレット掲載 

 



釜石市社会教育委員名簿 
                 （任期：平成 19 年 5 月１日～平成 21 年 4 月 30 日） 

 

 

 

  氏   名 

 

  

職 業 ・ 団 体 等 
種 

 

別 

1 樋 口 賢 一 釜石市立釜石小学校校長 

 
学校 

2 須 藤 和 子 釜石市立大平中学校校長 

 
学校 

3 山 田 市 雄 岩手県立釜石南高等学校校長 

 
学校 

4 佐々木 暁 美 釜石商工会議所女性会 

 

社会 

5 和 田 雅 己 釜石市ＰＴＡ連合会会長 

 

社会 

6 橘 内 道 子 釜石市芸術文化協会事務局次長 

 

社会 

7 工 藤   誠 (社)釜石青年会議所理事長 

 
社会 

8 京 極 絵 里 国際交流ボランティア・フレンドシップ 

 

社会 

9 藤 原 昌 教 橋野町振興協議会事務局長 

 

社会 

10 柴 田  渥 

 

かまいし女性フォーラム’21 代表・主婦 

 

家庭 

11 神 林 峰 子 主 婦 

 

家庭 

12 澤 田 恭 子 主 婦 

 

家庭 

13 須 藤 公 文 正福寺住職 

 

学識 

14 柏 崎 龍太郎 

 

Ａ＆Ｆグリーンツーリズム実行委員会幹事 

 

学識 

15 鈴 木 洋 一 釜石地区退職校長会会長 

 

学識 

 
 



 

 
平成 19 年度釜石市立公民館運営審議会名簿 

 
 任期：平成 19 年 5 月 1日～平成 21 年 4 月 30 日 

  氏   名 生年月日 職 業 ・ 団 体 等 住    所 備   考 種別

太 田   忠  尾崎小学校校長  Ｈ19．5．1～ 新任 学 

須 藤 和 子  大平中学校校長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 学 

前 川 輝 夫  平田町内会会長  Ｈ17. 5. 1～  社 

柳 田 三枝子  浜町婦人会  Ｈ13. 5. 1～  社家

佐々木 千加子  大渡町町内会理事・行政連絡員  Ｈ19. 5. 1～ 新任 家 

矢 畑 広 志  前 釜石公民館館長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 社 

 

釜

石

公

民

館 

横 山 幸 雄  南釜石地区民生児童委員  Ｈ19. 5. 1～ 新任 社 

 

  氏   名 生年月日 職 業 ・ 団 体 等 住    所 備   考 種別

木 谷   哲  甲子小学校校長  Ｈ18．4．1～  学 

笹 川   忠  甲子中学校校長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 学 

安久津 吉 延  松倉町内会会長  Ｈ９. 5. 1～  社 

菊 池 秀 明  洞関町内会会長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 社 

千 田 雅 恵  甲子小学校 1地区子ども会会長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 家 

佐 野 平 雄  釜石南幼稚園園長  Ｈ９. 5. 1～  学家

 

甲

子

公

民

館 

鈴 木 みどり  釜石ゆいっこサポートセンターサポートの会  Ｈ19. 5. 1～ 新任 家 

 

  氏   名 生年月日 職 業 ・ 団 体 等 住    所 備   考 種別

岩 間 三 輝  双葉小学校校長  Ｈ19．5．1～ 新任 学 

金 田 修 一  釜石中学校校長  Ｈ19．5．1～ 新任 学 

千 田 恵 一  少年補導員  Ｈ19. 5. 1～ 新任 社 

笹 原 由 蔵  野田団地分館長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 社 

佐 藤 俊 夫  小川町内会会長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 社 

磯 田 真 理  小佐野小学校 PTA 事務局長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 家 

 

小

佐

野

公

民

館 小笠原 ヒナ子  子育て支援グループ赤とんぼ代表  Ｈ19. 5. 1～ 新任 家 

 

  氏   名 生年月日 職 業 ・ 団 体 等 住    所 備   考 種別

古 舘 文 江  鵜住居小学校校長  Ｈ17. 5. 1～  学 

伊 藤 一 志  釜石東中学校校長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 学 

倉 田 昭 二  前 鵜住居地域振興協議会会長  Ｈ３.10. 1～  社 

竹 内 敦 子  すずらん・ふれあいの会会長  Ｈ５. 5. 1～  社 

木 下 政次郎  自営業  Ｈ７. 5. 1～  家識

山 﨑 智江子  主 婦  Ｈ11. 5. 1～  家 

 

鵜

住

居

公

民

館 三 浦 紘 子  釜石東部漁業協同組合箱崎女性部長  Ｈ12. 5. 1～  社家

 

  氏   名 生年月日 職 業 ・ 団 体 等 住    所 備   考 種別

村 上 芳 伸  栗林小学校校長  Ｈ17. 5. 1～  学 

千 田 千恵子  橋野小学校校長  Ｈ17．11．1～  学 

藤 原 昌 教  橋野町振興協議会事務局長  Ｈ15. 7. 1～  社 

小笠原 秀 一  栗林小学校ＰＴＡ会長  Ｈ17. 5. 1～  社家

菊 池 清 子  主 婦  Ｈ19. 5. 1～ 新任 家 

遠 野 健 一  前 栗林共栄会事務局  Ｈ19. 5. 1～ 新任 社 

 

栗

橋

公

民

館 

小笠原 幸 雄  前 栗橋公民館長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 社 

 

  氏   名 生年月日 職 業 ・ 団 体 等 住    所 備   考 種別

高 橋 正 博  唐丹小学校校長  Ｈ18．4．1～  学 

渡   真 龍  唐丹中学校校長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 学 

立 石 隆 幹  唐丹町内会連合会会長  Ｈ19. 5. 1～ 新任 社 

深 澤 悦 子  唐丹生活学校事務局長  Ｈ15.11. 1～  社 

上 村 年 惠  唐丹町漁協女性部  Ｈ19. 5. 1～ 新任 家 

三 宅 俊 禅  学識経験者  Ｈ15．5．1～  識 

 

唐

丹

公

民

館 

川 原 清 文  市文化財保護審議会委員  Ｈ19. 5. 1～ 新任 社 

※種別 学＝学校教育関係者 社＝社会教育関係者 家＝家庭教育の向上に資する者  

識＝学識経験者 



担当分野 住　　　　　　所 委嘱時期 備　考

◎ 　高　橋　孝　氏 釜石市 H5.4.1

第1専門部会 ○ 　三　宅　俊　禅 釜石市 H15.4.1

有形文化財に
関する事項

　板　澤　利　幸 釜石市 H10.4.1

　鈴　木　清　子 釜石市 H17.4.1

　小笠原　幸雄 釜石市 H19.4.1

◎ 　八　幡　登志男 釜石市 H9.4.1

第2専門部会 ○ 　久　保　知　久 釜石市 H16.6.1

　藤　原　熊　男 釜石市 S52.4.1

　古　川　鶴　松 釜石市 H17.4.1

　川　原　清　文 釜石市 H18.5.1

◎ 　松　本　　武 釜石市 H15.4.1

第3専門部会 ○ 　菊　池　　久 釜石市 H11.4.1

　菊　池　清　人 釜石市 H9.4.1

　佐々木　光　壽 釜石市 H17.4.1

　佐々木　斎 釜石市 H19.4.1

◎ 専門部会長 ○　専門部会副部会長

史跡名勝天然
記念物及び埋
蔵文化財に関
する事項

氏　　名

会   長　菊　池　清　人　

副会長　板　澤　利　幸　

釜石市文化財保護審議会名簿

（任期：平成１9年４月１日～平成21年３月３１日）

（委　　員　　構　　成）

無形文化財及
び民俗文化財
に関する事項



氏　　名 住　　　所 就　任 備　考

　柴　田　　渥 　釜石市 平成7年4月1日 主婦

　千　坂　誠　久 　釜石市 平成13年4月1日 学識経験者

　川　向　照　一 　釜石市 平成13年4月1日 学識経験者

　菊　池　　久 　釜石市 平成17年4月1日 学識経験者

　松　本　　武 　釜石市 平成17年4月1日 学識経験者

　上飯坂　哲 　釜石市 平成19年4月1日 学識経験者

釜石市郷土資料館運営委員名簿

任期：平成19年4月1日～平成21年3月31日



 
 
 
 
 
 

 
 

平成１９年度 
 
 

図書館運営方針と事業計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成１９年５月 
釜石市立図書館 

 



 
 

                    

平成 19年度釜石市立図書館運営方針 
 
1. 運営方針 
生涯学習推進の中核的施設として、市民の多様な学習ニーズに応えるため、市立 
図書館としての機能拡充に努め、図書館活動の一層の充実を図る。 

 
2. 重点事項 
（１）図書館情報システムの有効利用と市民への情報発信を図る 
図書館情報システムによる貸出手続の簡素化をはじめ、インターネットを介し 
ての図書の検索・予約、さらに県内公立図書館とのネットワークによる情報交換 
や図書資料の相互貸借など、これらの機能の有効利用と市民への情報発信に努める。 

 
（２）子ども読書活動推進計画の具体化を図る 
平成 17年 9月に策定した、子ども読書活動推進計画に基づき、計画の具体化を推
進する。特に、学校図書館との連携強化を図る。移動図書館車の利用拡大に努める。 

 
（３）生涯学習推進計画との整合性を図る 
平成 18年 3月に策定した生涯学習推進計画との整合性に留意しながら、よりよい
図書館運営を目指す。 

 
（４）図書館資料の整備充実を図る 
  ア 社会情報、市民のニーズや利用状況の把握に努め、市民の利用要求に応える 
   資料収集を図る。 
  イ 釜石市としての特色ある図書資料（海洋・水産・鉄等）の整備に努める。 
  ウ 岩手県や釜石市にゆかりのある人物や行政・団体等の郷土資料収集に努める。 
   
（５）読書普及と利用の促進を図る 
  ア 本館、移動図書館「しおかぜ号」の利用促進を図る。 
  イ 児童文学賞受賞図書展や手づくり絵本展など、各読書週間行事の開催及び各種

講座等の開設により、各種学習機会を提供し、読書活動の推進を図る。 
  ウ 図書館自主グループ等の活動を通じて読書普及の高揚を図る。 
  エ 市民のニーズに対応するレファレンス・サービス、コピーサービス等の充実 
   に努める。 
  オ 市民の図書館に対する理解と関心を高めるため、館報「ふれあい通信」と「図

書館かわら版」（市職員向け）の発行や「広報かまいし」、地元新聞、インターネ

ットを活用して、図書館活動情報や新着図書の紹介等の周知を図り、図書館利用

の促進に努める。 
  カ 保育園・幼稚園の園児や一般市民を対象に、「図書館体験学習」を実施し、図書 
館情報システム活用について体験学習をするとともに、図書館利用と読書普及を

促進する。 
 



 
 

                    

（６）視覚障害者への奉仕活動の充実を図る 
  ア 地元新聞を朗読録音したテープの貸出し及び加入の促進を図る。 
  イ テープ図書の貸出しにより図書館情報の周知を図る。 
 
（７）関係機関団体等との協力連携の推進を図る 
ア 他図書館や社会教育施設等と、情報収集や意見交換を通して、相互の協力連携

を進める。 
  イ 職員の研修等により「親しまれ、愛される図書館」づくりのため、職員の資   

質の向上に努める。 
  ウ 図書館自主グループの育成と連携を図る。 
エ 図書館ボランティアの養成と積極的な活用を図る。 
 

(８) 視聴覚教育の充実を図る 
  ア 視聴覚教材・器材の利用促進を図る。 
  イ 優れたアニメ映画ビデオを上映する「親と子の映画会」を毎月１回実施する。 
  ウ １６ミリ映写機操作技術講習会を実施し、１６ミリ映画の利用促進を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

                    

平成 19 年度釜石市立図書館事業計画 

事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

釜石市立図

書館協議会

開催 

 

館長の諮問に応ずるとともに図書館運営について、

意見を述べる。 

図書館

協議会

委員 

年 3回 

市 立 図

書館 

２階 

視 聴 覚

室 

ブックスタ

ート事業 

 
「もぐもぐごっくん教室」の参加者を対象に読み聞か

せの実演と併せ、絵本に親しむことの大切さを伝え

る。健康推進課、生涯学習スポーツ課、図書館、読書

サポーター「颯 2000の会」の連携事業。 
平成 16年 9月から継続。 
 

4 ヶ月
児とそ

の保護

者 

毎月 1回 釜 石 保
健所 

図書館情報

システムの

有効活用と

情報発信 

 

図書館情報システム講習会等を開催し、情報システ

ムの操作方法やホームページの活用方法等の指導を

行う。また、新着図書情報やベストリーダー等、広く

市民に図書館情報の発信に努める。 

 

一 般 年 間 
市 立 図

書館 

子どもの読

書活動推進

計画の具体

化 

 
・平成 17 年 9 月に策定した釜石市子どもの読書活動
推進計画に基づき、子どもが読書に親しむ機会の提供

及び環境づくりを目的に、市立図書館と学校図書館の

連携を図る。 
・生涯学習スポーツ課、総務学事課、図書館の連携に

より進める。 
 

幼 児 
児 童 
生 徒 

年 間  

移動図書館

車の利用拡

大 

 
学校図書館との連携を図る一環として、移動図書館

車の巡回場所を増設するなどして、その利用拡大に努

める。 
 

児 童 
生 徒 
一 般 

年 間  

親と子の映 
画会 

 
・優れたアニメ映画ビデオを上映し、親子の対話の促

進と視聴覚教材の利用促進を図る。 
・釜石市視聴覚ライブラリーの利用促進を図る。 
 

幼児～

一 般 

毎月 
第２ 
土曜日 

市 立 図

書館 
２階 
視 聴 覚

室 

「こどもの

読書週間」

特別開館 

 
「こどもの読書週間」の一環として、4/29 及び 5/5
に臨時開館をし、親子で読書に親しんでもらう。 

 

幼児～

一 般 
4/29 
5/5 

市立図書

館 



 
 

                    

事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

図書館こど

もまつり 

・こどもの読書週間（4/23～5/12）の一環として「親
と子の映画会」とあわせて開催する。 
・昨年度、当館所蔵の本をたくさん読んだこども達を

多読賞として表彰する。   
・釜石お母さん人形劇「あすなろキャラバン」による

人形劇「じんべいさま」の上演。 

幼 児 
児 童 

5／12 
 

市 立 図

書館 
２階 
視 聴 覚

室 

 
賢治と野鳥 
展 

 
宮沢賢治の作品に登場する野鳥を紹介する。 
市立図書館所蔵の賢治資料も展示する。 
 講話：「賢治作品と野鳥の世界」 
 講師：図書館長 

 
児童～

一般 

 
5/10 ～
5/16 
（ バ ー

ド ウ ィ

ーク） 

市 立 図

書館 
1階 
展 示 ホ

ール 

啄木資料展 

 

県立図書館の啄木資料を借り受けて展示する。 

あわせて、市立図書館所蔵の啄木資料も展示する。 

 

 

小学生

～一般 

5／19～ 

5／25 

市 立 図

書館 
1階 
展 示 ホ

ール 

就学前図書

館体験学習 

 

図書館見学や紙芝居、映画鑑賞を通して、子ども達

が、図書館や絵本、パソコンに親しむきっかけとなる

ことを願い企画する。 

 

市内幼

稚園 
6 月上旬 

市 立 図

書館 

七夕会 
 

・折り紙と短冊をつくり七夕を飾る。 
・読書サポート「颯 2000の会」による紙芝居の上 
演   

児 童 
一 般 
 

 
7月上旬 
 

市 立 図

書館 
1階 
展 示 ホ

ール 

 
手づくり絵

本教室 
 
 
 
 

・絵本に親しんでもらうことを目的に夏休みに開催す

る。 
・自分で世界で一冊だけの絵本の製作し、夏休みの自

由研究等に活用してもらう読書週間事業の一環とし

て、毎年秋に行なわれている「手作り絵本」コンクー

ルに応募を呼びかける。  

 
 
 
児 童 
一 般 
 
 

 
 
 
7/23 
8/6 
 
 
 

市 立 図

書館 
２階 
視 聴 覚

室 

手づくり絵

本展 

 

県立図書館で、第 60 回「読書週間」にあわせて募

集した、手づくり創作絵本を借り受けて展示する。 

 

児 童 
一 般 

7/26 ～
7/28 

市 立 図

書館 

1 階 

展 示 ホ

ール 



 
 

                    

事 業 名 ね ら い と 内 容 対 象 時 期 会 場 

手づくり絵

本出張教室 
地域応援センターなどと連携し、図書館職員が出か

け、手づくり絵本教室を開催する。 
児 童 
一 般 

7月下旬 
8月上旬 

 
 
未定 
 
 
 

戦争絵本展 

 

戦争を次世代に伝える意味で終戦記念日を間に図

書を展示する。 
児 童 
一 般 8月中旬 

図書館 

1 階 

展 示 ホ

ール 

しかけ絵本

展 

 

図書館にある仕掛け絵本を展示、紹介する。 児童 
一般 8月下旬 

図書館 

1 階 

展 示 ホ

ール 

英文学を楽

しむ会 

 

・英文学を読む学習を通じて、英文学の興味を深め

てもらう一助とする。 

・アガサ・クリスティーの作品を鑑賞する。 

講 師：図書館長 

 

一般 

9 月上旬

～ 

11 月下

旬 

計 6回 

市 立 図

書館 
2階 
視 聴 覚

室 

文学賞受賞

図書展 

 

「全国読書週間」にちなみ、県立図書館から資料を

借り受けて展示する。 

県の巡回展 

 

一般 10/5 ～
10/12 

図書館 1

階 

展 示 ホ

ール 

図書館訪問

事業 

 
 図書館から老人福祉施設に赴き、人形劇の上演等、

活動を通して図書館に親しむ機会にする。 
 

訪問先 
老人福

祉施設 
10/中旬 未定 

民話を楽し

む会 

 

 

  

全国読書週間の一環として開催する。 

テーマ：「遠野と釜石の民話」 

 
一 般 

10 月 

上旬～ 

11 月 

中旬 

予定 

市 立 図

書館 

2 階 

視 聴 覚

室 

「 文 化 の

日」特別

開館 

 
全国読書週間の一環として、「文化の日」に臨時開

館をし、読書に親しんでもらう。 
幼児～

一 般 
11/3 
 

市 立 図

書館 



 
 

                    

事業名 ねらいと内容   対象 時期 会場 

釜石市立図 
書館・学校 
図書館職員 
研修会 
 

 
市立図書館職員と学校図書館担当職員の研修会を

開催し、情報交換と交流を図り、市立図書館と学校図

書館の連携を深める。 
 

学 校図

書館担

当者・ 
市立図

書館員 
 

11/30 

市 立 図

書館 
２階 
視 聴 覚

室 

英語辞書を 
楽しむ会Ⅲ 

 
レファレンスの一環として開催する。英語辞書と図

書館に親しんでもらう。 一般 

11月 
中旬～ 
12月 
中旬 

市 立 図

書館 
２階 
視 聴 覚

室 

クリスマス

図書展 

 

クリスマスに関する図書を展示する。 

 

 

幼児～

一 般 

12月 
上旬 

市 立 図

書館 1階

展 示 ホ

ール 

クリスマス

会と親と子

の映画会 

 

 

クリスマスにちなんだ人形劇や映画の上映を行う。

 
児 童 
一 般 

12月 
中旬 

 

市 立 図

書館 

2 階 

視 聴 覚

室 

 

 

 

干支(子)の

図書展 

 
・平成 20 年の干支（子）にちなみ、ねずみが登場す
る絵本等を展示する。 
・干支の図書展は今回で 10 年目となるが、今後も続

けていきたい企画である 

 

幼 児～ 

一 般 

1 月 

上旬 

市 立 図

書館 

1 階 

展 示 ホ

ール 

第 23 回読
書感想文コ

ンクール 

 
・毎年、岩手の読書週間事業の一環として、読書活動

を推進し読書感想文を募集する。 
・読書感想文募集期間  12月から 1月末 
・入賞者に表彰状を贈呈する。 
 

小・中学

生 
一 般 

審査会 
2月上旬 
表彰式 
2月下旬 

市 立 図

書館 
視 聴 覚

室 

郷土資料展 

宮沢賢治展 

 
岩手の読書週間事業の一環として、普段あまり目に

することのない当館所蔵の郷土資料を展示する。 
・テーマ：「宮沢賢治と釜石」 

 
 
 

一 般 
2 月上旬

～ 中 旬

を予定 

市 立 図

書館 1階

展 示 ホ

ール 



 
 

                    

事業名 ねらいと内容 対象 時期 会場 

図書館ボラ

ンティア勉

強会・認定

書交付式 

 

 

・図書館ボランティアの勉強会と認定書の交付を行う

ものである。 

・ボランティアの募集範囲を高校生・一般のほか、児

童・生徒も対象とする。 

図書館

ボラン

ティア 

2 月中旬

を予定 

市 立 図

書館 
２階 
視 聴 覚

室 

16 ミリ映写

機操作 

技術講習会 

 

・16 ミリ映写機の操作技術講習と検定を行い、修了証

を交付し、16 ミリ映画の利用促進を図る。 

・釜石視聴覚ライブラリーの利用促進を図る。 

 

一 般 2 月中旬 

市 立 図

書館 
２階 
視 聴 覚

室 

蔵書点検作

業 

 
蔵書や配架場所等の確認と、併せて図書の整理を行

う。蔵書の適正な管理に資する。 
 

職 員 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

2 月下旬

～ 

3 月中旬 

 
市 立 図

書館 
 

年  間 

 
・年４回「ふれあい通信」の発行 
・団体貸出の実施 
・図書館施設見学や調べ学習等の対応 
・県立図書館巡回展を取り入れる。 
・相互貸借、レファレンス 
・機会あるごとにミニイベントを開催する。 
（季節に応じた本の展示や各種パンフなどの情報

の提供等） 
・月 1回市職員向けニュース「図書館かわら版」の発

行 

      

幼 児～

一 般 

年 間 

 

市 立 図

書館 
 

○調べ学習 ○施設見学 ○施設利用体験 ○読み聞かせ授業支援（団体貸し出し）  
○特別研究 東京大学「希望学」調査への協力 ○教職経験者 10年研修への協力 
○職場体験学習への協力                                                 
 
 
    



釜石市立図書館協議会委員名簿 
任期 平成 1９年 5月 1日～平成２１年 4月 30日 

役 職 名 氏     名 職業・勤務先 選 出 区 分 

委  員  長 伊 瀬 幸 城 会 社 役 員 学 識 経 験 者 

副 委 員 長 阿 部 修 吾 無     職 〃 

委     員 松 田 淳 子 無     職 〃 

〃 野 田 摩理子 甲 東 幼 稚 園 〃 

〃 佐々木 正 忠 会 社 役 員 〃 

〃 木 谷   哲 釜石市立甲子小学校長  学校教育関係者 

〃 千 葉 佐和子 無      職 学 識 経 験 者 

〃 佐 藤 順 子 無      職    〃 

〃 松 村 弘 子 無      職 社会教育関係者 

 
 



グループ名 人数

会長　後藤　フク

会長　後藤　フク

会長　菊池　哲哉

活　　動　　内　　容

「釜石ぎんどろの
会」(宮沢賢治を語
る集い)

釜石市立図書館自主グループ活動状況

毎月1第1日曜日例会・活動日

市広報・地元新聞等の朗読、録音、ダビング、郵便による
発送を行なっている。

6/14　訪問研修

今年度は花巻市石鳥谷の知的障害児施設ルンビ二ー学園・
並びに石鳥谷図書館を施設見学する。

毎月第4水曜日午前例会

幼稚園や学校、老人施設を訪問し、絵本の読み聞かせや腹
話術等を行なっている。ブックスタート事業をはじめ、市
や図書館の各種事業に協力。

毎月第3土曜日、図書館で「お話広場」を実施している。

福祉施設等を見学し、見聞を広め、今後の活動に役立てる
ことを目的に実施。

講師：前岩手大学教育学部国語教育教授 望月　善次氏
（予定）

会員26名

特別研修会

　全国訪問おはなしキャラバン隊による絵本の読み聞かせ
に協力など

釜石市教育委員会との共催で実施。図書館視聴覚室

テーマ：『宮沢賢治の短歌について』

読書サポーター
「颯2000の会」

釜石市立図書館朗
読奉仕「ハマナス
の会」

視察研修

盛岡市「宮沢賢治ゆかり地めぐり」

会員11名

郷土資料展「宮沢賢治展」に協力。

奇数月第2水曜日午後例会

実技研修

講師：川畑　光子　氏(予定)

会員19名
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平成 19年度 

 
釜石市民文化会館運営方針と事業計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 19年 5月 
 

釜石市民文化会館 

 
 



平成 19年度市民文化会館基本方針及び重点目標 
 

 

◎基本方針 
 心豊かでうるおいとゆとりのある暮らしを目指し、香り高い文化創造の助長を図り、 
 市民と共に芸術文化活動の一層の振興と福祉の向上を図る。 
 
◎重点目標 
（1） 創作発表機会の拡充 
◇ 第２３回釜石市民劇場 
 
（2） 芸術文化交流の活性化 
◇ 第３０回かまいしの第九演奏会 
 
（3） 芸術文化鑑賞機会の拡充 
◇ コンサート・公演（一般向け：①イルカ・こころねアコースティックコンサ

ート・②寺内タケシとブルージーンズ公演） 
◇ 中学校芸術鑑賞会（劇団わらび座・ミュージカル「義経」） 
◇ 映画鑑賞会（2回開催予定） 
 
（4） 会館利用者への各種協力 
   市内芸術文化団体等の活動に対する技術、舞台、音響、照明のプラン、オペレ

ータの協力 
 
（5） 自主文化事業サポートスタッフ 
   地域の芸術文化向上と福祉の推進を図る一つとして、事業をともにつくり魅力

あふれる地域づくりに貢献しようとする意欲あるサポートスタッフを募集。 
 
 
（6） 施設の維持管理 
   利用者の安全確保と機器故障の防止を図り、安心して利用できる施設とするた

め、設備の改修及び保守点検などに努める。 
 



  事 業 の 概 要 
 
 
区分 

 
事 業 名 

 
  ね ら い と 内 容 

 
 対  象 

 
 時 期 

 
会 場 

 
芸術鑑賞型 
  
 自主事業 

 
香り高く質のよい芸術文化を鑑

賞し、心の潤いとゆとりをあたえ

る。 
 
 
 
○ 中学校芸術鑑賞会 
  劇団・わらび座ミュージカル
「義経」 

 
 
 
 
○イルカ・こころねアコースティ

ックコンサート 
 
 
 
○寺内タケシとブルージーンズ

公演 
 
 
 
○映画鑑賞会（2回開催予定） 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
釜石市内中学生

及び中学校関係

者（教職員・保護

者） 
 
 
 
市民一般 
 
 
 
 
市民一般 
 
 
 
 
市民一般 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
19年 6月 28
日（木） 
 
 
 
 
 
19年 6月 17
日（日） 
 
 
 
19 年 9 月 2
日（日） 
 
 
 
19年 8月、
及び 3月（予
定） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
大ホール 
 
 
 
 
 
 
大ホール 
 
 
 
 
大ホール 
 
 
 
 
大ホール 

 
創造参加型 
 自主事業 
 
 
 
 

 
地域の文化振興と舞台芸術創作

の普及 
「第 23回釜石市民劇場」 
 
 
 

 
市民一般 

 
釜石市民劇場実

行委員会 

 
 
 
20年 2月 17
日（日） 

 
 
 
大ホール 

 
芸 
 
術 
 
文 
 
化 
 
の 
 
振 
 
興 

 
文化交流型 
 自主事業 
 

 
各地の演奏家との共演による市

民の芸術文化の高揚 
「第 30回かまいしの第九演奏会」 
 

 
市民一般 

 
かまいしの第九

実行委員会 
 

 
 
 
19 年 12 月
16日（日） 

 
 
 
大ホール 



 
市民文化会

館運営審議

会 
 

 
適正な会館運営について審議す

る。 
○ 第１回運営審議会 
 
○ 第２回運営審議会 

 
運営審議委員 

 
 
 
19年7月（予
定） 
20年2月（予
定） 

 
 
 
市民文化会

館 

 
催物案内の

発行 
 

 
市民文化会館での催し物の周知 

 
官公庁・会社等 

 
毎月 1回 

 

 
市 
民 
文 
化 
会 
館 
の 
運 
営 

自主文化事

業サポート

スタッフ 
 

地域の芸術文化向上と福祉の推

進を図る一つとして、事業をとも

につくり魅力あふれる地域づく

りに貢献しようとする意欲ある

サポートスタッフを募集。 
 

一般市民（市内に

就労している者） 
通年（随時受

付） 
 

 
施 
設 
の 
維 
持 

 
保守点検業

務 

 
市民文化会館施設維持管理の充

実に努める。 
 
 

  
通 年 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
釜石市民文化会館運営審議会委員名簿 

 
                      

                      任期 平成 18年８月４日から平成 20年８月３日 

         
                     会 長  岩切 潤 

                               副会長  小田島圭司 

  

 
区分    氏 名    関係機関・団体・学識経験者       住      所          電話番号 

（新） 岩切 潤    芸術文化協会推薦            

                                    

 
（再） 小田島圭司   専門店会推薦                 

（再） 合田良雄    商工会議所推薦                  
（再） 久保秀俊    市民劇場実行委員会推薦         

（新） 佐藤 健    青年会議所推薦                 

                                               

（再） 菊池政時    洋画家                     
（新） 澤本和子    主婦                

（再） 山崎詔子    音楽教室主宰                    

                                                       
（新） 福成菜穂子    自営業                 

（新） 小原昭徳      白山小学校教頭                    

                                                                  
 


